
53 動詞語幹の用法

53.1 接続分詞 「 ～ して 」

動詞語幹 ＋ kar もしくは kē

＊ kēを用いるのは口語的。

＊ karna の接続分詞は kar kar とはならず、kar kēとなる。

＊ 否定形には nah を用いる。

53.2 動詞語幹 ＋ 動詞 「 ～ して … する 」

動詞 A の語幹 ＋ kar
＋ 動詞 B（ 接続分詞 ）

←

動詞 A の語幹 ＋ 動詞 B

＊ ānāや jānāが動詞 B としてよく用いられる。
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53.3 動詞語幹 ＋ saknā 「 ～ できる 」

主語 ＋ … ＋ 動詞語幹 ＋ saknāの変化形

＊ saknāを単独で用いることはない。

＊ 否定語 nahīṇ や nah を動詞語幹の前に置くと否定文になる。

否定語 nah は現在形には用いない。

＊ 単純過去形や完了形になっても主語に nēはつかない。
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53.4 動詞語幹 ＋ cuknā 「 ～ してしまった 」（完了の表現）

主語 ＋ … ＋ 動詞語幹 ＋ cuknāの変化形

＊ ふつう否定文にはしない。

＊ 単純過去形や完了形になっても主語に nēはつかない。
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53.5 動詞語幹 ＋ 補助動詞 （ 複合動詞 ）

1) 複合動詞

主動詞

の語幹
＋ 補助動詞

２) 主要な補助動詞

jānā （ 完全に ） ～ してしまう

dēnā （ 他者のために ） ～ してあげる

lēnā （ 自分のために ） ～ する

 parṇā 突然 ～ する

 utḥnā 突然 ～ する

 baitḥnā （ してはならないことを ） ～ してしまう

   dạ̄lnā （ 激しく ） ～ する

＊ 主動詞、補助動詞の両方が他動詞の場合、補助動詞が

完了分詞形になれば 主語に nēを付ける。

＊ 否定文にはしない。
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53.6 動詞語幹 ＋ rakhnā 「 ～ しておく 」

主語 ＋ … ＋ 動詞語幹 ＋ rakhnā

＊ 主動詞が他動詞、rakhnāが完了分詞形の場合、主語に nēが

つく。

＊ 否定語を動詞語幹の前に置いて否定文にすることができる。

53.7 動詞語幹 ＋ pānā 「 ～ し得る 」

主語 ＋ … ＋ 動詞語幹 ＋ pānā

＊ pānāは他動詞であるが、主動詞が他動詞、pānā が完了分詞

形の場合でも主語に nēをつけない。

＊ 否定文にして用いることが多い。

＊ 動詞語幹の前に否定語を置くと否定文になる。



�͈m��lǤ͈ž �l Ĳ�� ��l
̈́
��l ĲBů�U

̈́
��\)a ǟ͈̚

̈́
|(ͭl͌ ư�/̞Œ��hʕū

�k~͉b
͊
x�l
̈́
��l ĲBů)a ǟ͈̚

̈́
|(ͭj̰

ͅ
}�j Œ̰��̀ ̒|͉

ͭ/͈m/͉m�AĦ�a ǟ͈̚
̈́
|��>ƃ�kı�>̂���/ģBů

ͭl
͏
�/͉m�AĦ�a ǟ͈̚

̈́
|��>ƃ�kı�>̂���l ĲBů

ͭk
͏
~/͉m�AĦ�a ǟ͈̚

̈́
|��>ƃ�kı�>̂���kıBů

ͭa ǟ͈
͏
�/͉m�AĦ�a ǟ͈̚

̈́
|��>ƃ�kı�>̂���% /͈ǑĤBů


